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新型コロナの感染者が全国的に増加傾向にありま
すが、私たちができる予防策は、これまでと変わら 11/17(火)、鳥栖商業高
ず、朝の体温確認やマスク着用、こまめな手洗い、 校情報管理科の生徒さん
換気等を根気強く継続していくことだと考えます。 ４名をゲストティーチャ
学校では「危機は目の前に来ているかもしれな ーとして招き、５年生児

い」との認識のもと、気を引き締めて感染予防に努 童を対象にプログラミン
めていくことを全職員で再度確認したところです。 グ教室が開かれました。
そして、そのうえで、どんな教育活動を優先し、 高校生の分かりやすい

どんな形で取り組んでいくかをこれからもしっかり 指導を受けながら、子供
検討していきたいと思っております。 たちはパソコンを使って
各ご家庭でも、どうぞ気を緩めることなく感染予 迷路の中で猫のキャラク

防にかかる声掛けをよろしくお願いいたします。 ターを進ませるゲームを
制作したり、そのキャラ
クターが自動で進むよう
にする「自動制御」の技術

を学んだりしました。
11/18(水)、生活科授業 プログラミング学習は、今後更に、様々な教科

の一環で２年生のおもちゃ や領域の授業の中で取り入れられるようになりま
ランドが開催されました。 す。今回は、その学習の基礎となる技術を学ぶた
例年ならば３クラス一斉 めの大事なステップとなりました。

に体育館いっぱいに「遊び
のお店」を広げて行うので
すが、今年はクラスごとに 11/20(金)に、５年生が
時間を分けての実施となり わらすき体験を行いまし
ました。でも、２年生の張 た。まちづくり推進セン
り切り様はいつもと変わら ターや民生委員のみなさ
ず、招待された１年生も、 んのご協力のもと、子供
みんなとても楽しそうにア たちは、初めて体験する
イデア満載のいろんな遊び 作業に戸惑いながらも、
に挑戦していました。 次第にコツをつかみ、た

くさんの稲わらを鋤き込
むことができました。
今回の作業で柔らかく

【第73回 佐賀県児童生徒理科研究発表会】 した稲わらは、12/4(金)
伊万里市教育長賞 のふれあい祭りの際に、

３年 西澤 孝太郎 さん しめ縄づくりの材料とし
て活用する予定です。

【第70回佐賀県児童生徒理科作品展覧会】
佳 作 ５年 飛松 夢來 さん

３年 柴田 陽翔 さん 11/17(火)の朝の時間に
３年 竹田 治生 さん は、リモートによる「人権

集会」が行われました。
【第56回ＪＡ共済小・中学生書道コンクール】 集会の中では、担当の
半紙の部 先生から、人権とは「一
銅 賞 ３年 永渕 若葉 さん 人一人がみんなに大切に
佳 作 ２年 牟田 結衣 さん されること」と説明があ

り、すべての人が幸せに生きるために必要なもの
条幅の部 として次の３つが紹介されました。
佳 作 １年 石原 玄真 さん ① 安心･･･命が守られて安心して生活できること。

② 自由･･･みんなが自分で考えて選んだり、決め
【第23回「絵で伝えよう！わたしの町の たりできるということ。

たからもの」絵画展】 ③ 自信･･･「やった」「できた」と学んで喜ぶこ
入 選 ５年 吉田 洸毅 さん とができること。
佳 作 ３年 青木 わこ さん そして、これらが壊されることが「差別」であ

２年 宮原 綸志 さん り、差別をなくすためには、「思いやり」がとて
も大事だということをみんなで学びました。
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